
アカデミー褒賞骨子 

 

■概要 

1 年間を通して学んできたこと（中島土先輩の JC について、井浦義太君のリーダー論につ

いて、竹村先輩の JCI Achieve、佐藤先輩の事業構築について、小倉先輩の JCI スピーチ）

を生かし、通年を通して参加したアカデミーメンバーの中から発表者を選出し、地域の課題

解決に向けた課題背景、目的を発表していただく。 

 

〇発表者の選定 

全 5 回の講座に参加した入会３年目以下の方の中から３名発表者を選出する。 

 

〇報告の内容 

佐藤先輩のセミナーで学んだ手法を用い、各所属 LOM の地域で抱える課題の抽出

（StrategicMap を参考に課題を抽出する）、課題の深堀（事実やデータ取集による分析する）、

課題の発生原因の特定（事実やデータなどを踏まえた原因究明）、課題によって引き起こさ

れるマイナスの事象の特定（実際に発生している、悪影響など）を説明し、それを踏まえた

背景の設定（どのような課題と事実があり、どういった原因がある等）、目的の設定（マイ

ナス状態からより良い状態にする）という内容でスライドを作成し発表する。 

 

〇StrategicMap 

 

 

 



■事業報告発表の流れ（骨子） 

 

〇事前 

・JCI スピーチまで参加したアカデミー生の中から発表者を３名選出する。 

・委員会メンバーでサポートしつつスライドテンプレートに沿って発表スライドを作成す

る。 

・発表者とスケジュール調整し、発表のリハーサルを行う。 

 

〇当日 

・発表者 1 がスライドテンプレートに沿って発表を行う（スライド６枚６分程度） 

・コメント：中島 土 先輩（動画、2 分程度） 

・コメント：井浦 義太 君（2 分程度） 

・コメント：竹村 祥吾 先輩（2 分程度） 

・コメント：佐藤 友哉 先輩（2 分程度） 

・コメント：小倉 崇徳 先輩（動画、2 分程度） 

・コメント：発表者所属 LOM 理事長（2 分程度） 

※以上を３回繰り返す 

・すべての発表が終わった後、アカデミー事業（全５回）に参加した方全員を登壇させ、褒

賞として賞状を進呈する。 

 

■褒賞について 

全５回の講座に参加した入会３年目以下の方全員に対して、登壇していただき、賞状を授与

する。 

年間を通して中核を担う人材として、自身で考え、行動したことに対して褒賞する。 

褒賞を行うことで、今後の活動に対して、モチベーションの醸成に繋げます。 

 

〇褒賞者の選定 

全５回の講座に参加した入会３年目以下の会員全員 

 


